







その他のタイトル Tragedy as Sanctuary : An Interpretation of






























72 秋I-Li .UJ 子
って王として栄光を極めた姿とは一変して，娘のアンティゴネに手を引かれ諸
国を放浪してきた盲目のオイディプスは，アッテイカの郊外コロノスにある|児
いの女神エ 1)ニユエス(=恵みの女神エウメニデス)のや1聖なる (hagnos; 
37)森に辿り着く O 彼がここをおのが最期の場と'陪り，死出の旅に立つ様を描
いた『コロノスjに関しては， I神と人間との和解を描いたJWものとする評
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ar'ouk ap'omou tauta daimonos tis an 







身に持ち運びJ1宇宙の真理を内に宿した存在J(16) として捉えられる O したがっ
て，彼に内在する神的な力が「運Jすなわちダイモーンとして表現されよう O
N オイディプス橡と mythosの関連をめぐって















という訳語が付される場合もあるが (cf.Herodotus， 2.51; Liddell-Scott，‘hi但
eros') ，特にヘレニズム時代以後の宗教的文紙において特別な意味を獲得する






















heko gar hieros eusebes te kai pheron 
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てエウメニデス女神の嘆願者 Chiketes; 44) となっているオイディプスを形
容するために用いられている (26)0 hierosという形容詞は，この他 fコロノス
のオイディプスjにおいては，例えば16，54， 469， 1763行において用いられ





















hos' an legomen panth' horonta lexomen (27). 
「私が語ることはすべて，見通すことばなのだ」
uコロノスのオイディプスJ74行)
この他にもオイディプスは「声をもって私は見るJ(phonei horo， 138) と
語る O またこの劇の末尾で，雷鳴をネql々 からの招きの声と開いて歩みだすオイ
ディプスは，あたかも視力ある人間のように，娘たちを先導するO
o paides， hod' hepesth': ego gar hegemon 
















Apollon tad' en， Apollon， philoi， 
ho kaka kaka telon ema tad' ema pathea. 
epaise d' autocheir nin ou-

















hos moi， ta poll' ekein' hot' exechre kaka， 
tauten elexe paulan en chronoi makroi， 
elthonti choran termian， hopou theon 
semnon hedran laboimi kai xenostasin， 
entautha kampsein ton talaiporon bion， 
kerde men oikesanta tois dedegmenois， 
aten de tois pempsasin， hoi m' apelasan : 
semeia d'hexein tonde moi parengya， 




















matan gar ouden axio-
ma daimonδn echo phrasai. 
horai d' horai pant' aei 
chronos， strephon men hetera， 
ta de par' emar authis auxon ano. 











ktypese men Zeus chthonios， hai de parthenoi 




















の場を「すべてを見そなわすエウメニデスJ(tas panth' horosas Eumenidas ; 
42)のものと語る土地の者の言葉に対して，郎座に此処を自らの死に場と覚る





pant'aei chronos; 1453-4 )と語っている。その直後に雷鳴が轟くのである













TH. thelo peresthai， dysmor' Oidipous， tina 
poleos epestes prostropen emouピechon，
autos te che se dysmopos parastatis. 
didaske~ deinen gar tin' an praxin tychois 
lexas hopoias exaphistaimen ego， 
hos oidaピautoshos tis epaideuther1 xenos， 















01. hotan matheis mou， nouthetei， tanyn d' ea. 











ている O このことは，コロスが作品後半 (1453-4行)において， rn寺Jの認識
をめぐり上述のようにオイディプスの教えを獲得していることからも言えよ
うO こうして秘底的・内在的な mythosの伝承は，オイディプスからテセウス












Teknon typhlou gerontos Antigone， tinas 
chorous aphigmeth' e tinon andron polin ; 
tis ton planeten Oidipoun kath' hemeran 
ten nyn spanistois dexetai dOI・emasin，
smikron men exaitounta， tou smikrou d'eti 



















おけるモーセの最期 cr申命記j三四 1~ 8; r神はモーセをモアブの地の谷
に葬った。だが今日まで誰一人として，彼が埋葬された場所を知る者はいな
いJ)，あるいはヨルダン河岸におけるエリヤの昇天 (r列王記下』二 9~12 ; 
「火の戦車と馬がエリヤとエリシャを分けた。エリヤは竜巻によって天に昇っ
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